
                            
 

 ①ほっとできる居場所
フリースクールは安心していられる子ども・若者の居場所で

す。そのために「自分が自分であること」が大事と考えてい

ます。 

東京シューレには強制や競争はありません。みんなで活動す

るのもいいし、一人でゆっくり過ごすこともできます。一人

ひとりのペースを大切にしています。 

フリースクール 
東京シューレ 
―5つの理念― 

 ②やりたいことを応援
東京シューレでは「あなたのやりたいこと」を大切にします。やりたいこ

とがどうしたら実現できるかを一緒に考えます。 

やりたいことはなぜ大切か。やりたいことにはエネルギーが出るし、知恵

もわく。困難も解決していきます。なにより、やりたいことがやれていく

ことは、幸せを実感でき、達成感があります。たった一人のアイデアから

本当に実現した、信じられないようなことがたくさんあります。 

東京シューレでは、あなたが自分らしく成長していくサポートをします。 

また、海外との交流もさかんです。これまで多くの仲間たちと出会い、一

緒にいろいろな活動を作ってきました。 

 ③自分で決めることを大切に

 ―「自由」ということ
「自由」は自らに由ると書きます。つまり、自分で自分のこ

とを決めることが尊重されます。週何日通うか、いつ来てい

つ帰るか、服装や持ち物、どのプログラムに参加するかしな

いか、一日をどう過ごすかなど、自分で決めます。 

それぞれ自分にあった過ごし方でやっていきます。様々な学

びや遊びに取り組む子もいれば、おしゃべりをして過ごす子

もいます。何もしない自由も保障されています。 

 

 ④子どもたちで創る
東京シューレの主人公は子ども。大人が指図してやらせるのではな

く、子どもが意見を出しあい決定、実行し、よくなかったら変更し

ながら、学び成長する場を自分たちで創っていきます。 

週１回の子どもミーティングでは、日常の過ごし方やルール、講座

やプログラム、活動やイベントなどを話しあい決めています。大き

なイベントや合宿では実行委員会を立ち上げ、アイディアを出しあ

いながら実現しています。こうして自主性、社会性が育ちます。 

「東京シューレ通信」も毎月子どもの手で制作しています。 

 ⑤違いを尊重する
子どもたち一人ひとり、個性も育ってきた状況も違いま

す。型にはまった画一型の教育ではなく、一人ひとりの

違いを受け止めあって、多様な成長のあり方を尊重して

いきます。 

個性がつぶされず、たっぷりの自由時間を興味あるもの

に使うことで個性的な人がたくさん巣立っています。 

発達障がいをもったお子さんも個性、特性を大事にしな

がら共に育っています。 

週 1回のミーティングの様子 

鉄道好きの仲間を中心にミニトレインを制作 

在籍者数

初等部 75 人

中等部 53 人

高等部 103 人

合計 231 人

（2020年1月15日現在）




